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傷病者役の学生

参加者：学生：（赤：5名、黄：30名、緑：約80名）

　　　　赤・黄の35名の学生はムラージュを実施、緑はゼッケンと緑のプラカードを配布

内容：

①傷病者役の80名（中・重傷者：15名、軽傷者：65名）は訓練開始前に1階北側エントランス付近に待機
②残りの傷病者役は発災対応型訓練に参加のため高層階で待機。（どのフロアに待機するかは事前に連絡します）
　③１階エントランス待機の傷病者役学生は、訓練開始後は救護所の緊急医療班の指示に従う。（中・重傷者は1階アトリウムでDMAT隊によるトリアージに参加。トリアージ終了後は１階アトリウムで東京医科大学病院八王子医療センターの救命救急医　田口博一先生による講演型訓練に参加）

　　軽傷者の学生は救護所で緊急医療班による応急処置（三角巾）の体験訓練に参加。終了後はエステック広場の体験型訓練、もしくは1階アトリウムの講演型訓練に参加

④高層階待機の傷病者役の学生は高層階で行われる発災対応型訓練に参加。

傷病者として1階の救護所に搬送される。1次TPでトリアージを受ける　
　トリアージ終了後は、エステック広場の体験型訓練、もしくは1階アトリウムの講演型訓練に参加

⑤アンケート調査に回答する（トリアージを受けた人は必ず東京医科大学病院が作成したアンケートにも回答して下さい。

ムラージュについて

　ジュラージュとは、災害訓練の傷病者役に用いられる特殊メイク（下図写真参照）です。演出だけでなく、模擬傷病者役を演じる人の感情移入を促し、救助者のアドレナリンの放出を促す効果があると言われているものです。ムラージュによる傷は本物も傷と同様に手当が可能です。
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参照：東京医科大学病院作成：「多数傷病者受入対応訓練報告書」

事前講習：
日時：2008年10月

場所：工学院大学
　内容：傷病者役を行うにあたっての注意事項などについて

· ムラージュに参加する学生は必ずいらない服を持ってきて下さい。（ムラージュのペイントが付着します）（11時50分に中層棟0663教室に集合：この時には汚れてもいい服装に着替えてから来て下さい）
· ムラージュを落とすクレンジングと小さいタオル1枚は用意します
(地下2階体育館に用意してありますので訓練終了後に来て下さい)
· シャワー室は使えるようにしてあります。（シャワー用のタオル、ボディソープなどは各自用意して下さい）
· 怪我等の状況を記入したプレートをわたします。できる範囲で、症状に応じた演技をして下さい。

· 訓練中は、絶対にふざけないこと（危険です）

· ガムを噛む、飲み物を飲む等の飲食は禁止です。

· 担架搬送をされるとき、落ちそうなどと思った時はすぐに搬送をしている人に言ってください（怪我をする危険があります）

· トリアージを受けるなど、DMAT隊、消防、ボランティアの指示に従って下さい（訓練の途中で勝手に抜け出したりしないこと）

· トリアージタッグは回収します

· 最終トリアージセクションでタッグを返却して下さい（看護学生）　
· 訓練終了後（16時頃）にアンケートを行います。必ず、全員が回答して下さい
訓練の流れ

11時50分　（ムラージュをする学生集合）

　①ムラージュをする学生は、汚れていい服装に着替えて、中層棟6階0663教室に集合

　　出席確認、ゼッケン・プレートの配布　　

対象：ムラージュをする傷病者役の学生：35名

12時頃～　（ムラージュ開始）

①東京医科大学病院、看護学生によるムラージュ開始

②学生は指示に従って、ムラージュの順番を待って下さい（待っている間は絶対にどこかへは行かないで下さい）

③ムラージュが終了した学生もスタッフの指示があるまでその場に1階に行く学生と、高層階に行く学生に分かれて待機して下さい。

（移動はスタッフが指示を出します）
13時頃～13時25分　（移動開始、各フロアに配置完了）（緑の学生は直接現場へ行く）
　①ムラージュをした傷病者役の学生のうち1階北側エントランスの外に待機する学生は

スタッフの指示のもと、訓練開始時の待機場所に移動
　　対象：1階に待機する学生（ムラージュをした学生）

　　誘導担当：スタッフ

　②ムラージュをした傷病者役の学生のうち高層の各フロアに待機の学生は、エレベータで各自が待機するフロアへ移動
移動を開始する時間はスタッフが指示を出します

各フロアでの配置場所は、各フロアにいるスタッフの指示に従う

　　対象：高層の各フロアに待機する学生（ムラージュをした学生）

　③緑のプレートの傷病者役の学生は、13時～13時20分までに1階北口エントランスに集合（スタッフからゼッケンと怪我の症状が記入されたプレートを受け取り、首からプレートを下げる）
　　対象：1階に待機する学生（ムラージュをしない学生）

　④緑プレートの傷病者役の学生のうち高層の各階配置の学生は13時～13時20分までに
自分が待機するフロアへ集合（そのフロアにいるスタッフからゼッケンとプレートを
受け取り、首から下げる）
スタッフの指示に従い、フロア内の配置場所に移動する

対象：高層各フロア待機の学生（ムラージュをしない学生）
　⑤訓練開始までその場で待機（絶対にどこかへか勝手に行かないこと）
13時30分頃　（緊急地震速報発令　訓練開始）
①緊急地震速報により地震発生情報が放送される

②全員、その場にしゃがみ地震時に身の安全を守る行動をとる。（5分間）
13時35分頃～14時頃　（多数傷病者の受け入れ開始）
①誘導に従い、北側エントランスの救護所に移動する
②緊急医療班、もしくは学生ボランティアに歩けるか歩けないかを聞かれるので、答える。（ムラージュをした学生は全員歩けない。緑のプレートをかけた学生はプレートに記入されている方を答えて下さい）
　②歩けない傷病者は誘導に従い、1次ポストのブルーシートに寝て下さい。
14時頃～15時まで　（DMAT隊・消防連携隊の到着、トリアージ開始、応急処置訓練）
1階アトリウム内1次TP　
DMAT隊と消防の連携隊が現場（1階アトリウム）に到着し、消防指揮本部へ行き、現場の状況確認を行います

　状況確認後に、DMAT隊はトリアージを開始

①傷病者役の学生はDMAT隊に症状を聞かれるので、自分のプレートの内容、名前など

を答えて下さい。（年齢が指定されている場合は指定されている年齢を答えて下さい）
　②DMAT隊の指示に従い、トリアージを受ける

　③トリアージ区分が赤・黄の人は2時TPに搬送される。緑区分の人は救護所に戻り、応急処置体験（三角巾）を受けるか、エステック広場で体験型訓練を受ける
15時頃～16時00分頃　（体験型訓練へ参加）
　①トリアージが終了した人から順に体験型訓練に参加をする
　②多くの体験型訓練を行っているので、体験型訓練に参加して下さい

16時頃～　（アンケート調査）

　①16時頃から1階アトリウムでアンケートを行います

　　必ず、全員が回答をするようにお願いします

　　トリアージを受けた学生は、東京医科大学病院の方が作成したアンケートにも必ず回答するようにして下さい。

　②東京医科大学病院のアンケートは回収をしている看護学生に提出をして下さい

　　工学院大学のアンケートは景品交換所に行き、景品とアンケートを交換して下さい

　③訓練は終了です

16時頃～18時まで

　地下2階体育館にムラージュを落とすメイク落としとフェイスタオルを用意してあります。ムラージュをした学生は、体育館に来て下さい。また、シャワー室も使用できるようにしてありますので、シャワーを浴びたい学生は使用して下さい。（但し、バスタオル、石鹸などは各自で用意をお願いします。）
学生用資料
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写真　ムラージュを行った様子
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